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アメリカ労災補償法制における永久障害補償の法的分析（一）

ア
メ
リ
カ
労
災
補
償
法
制
に
お
け
る
永
久
障
害
補
償
の

法
的
分
析
（
一
）

地
　
　
神
　
　
亮
　
　
佑

は
じ
め
に

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
労
働
者
が
業
務
上
の
負
傷
・
疾
病
を
こ
う
む
り
、
療
養
の
結
果
そ
れ
が
治
っ
た
（
症
状
固
定
し
た
）
も
の
の
障

害
が
残
存
し
た
場
合
、
第
一
次
的
に
は
、
当
該
労
働
者
を
使
用
し
て
い
た
使
用
者
が
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
労
働
基
準
法
上
の
障
害

補
償
支
払
責
任
を
負
う
（
労
働
基
準
法
七
七
条
）。
し
か
し
、
当
該
労
働
者
に
対
し
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
労
災
保
険
法
）
に
基

づ
い
て
労
働
基
準
法
上
の
災
害
補
償
に
相
当
す
る
給
付
が
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
使
用
者
は
補
償
の
責
を
免
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
（
労
働
基
準
法
八
四
条
一
項
）、
実
際
上
は
被
災
労
働
者
に
対
し
、
労
災
保
険
を
管
掌
す
る
政
府
か
ら
、
障

害
補
償
に
相
当
す
る
障
害
補
償
給
付
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
労
災
保
険
法
一
二
条
の
八
第
二
項
）。
具
体
的
に
は
、
障
害
補
償

給
付
は
「
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
等
級
に
応
じ
、
障
害
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
一
時
金
と
す
る
」
も
の
（
労
災
保
険
法
一
五

条
一
項
）
と
さ
れ
、
そ
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
労
災
保
険
法
「
別
表
第
一
又
は
別
表
第
二
に
規
定
す
る
額
と
す
る
」（
同
条
二
項
）
と

さ
れ
る
。
な
お
、
平
成
二
九
年
度
に
支
払
わ
れ
た
障
害
補
償
給
付
の
総
額
は
年
金
・
一
時
金
合
わ
せ
て
約
一
四
四
三
億
円
（
件
数
は
約

（
1
）
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論　　　説

四
七
万
四
〇
〇
〇
件
）
と
な
っ
て
お
り
、
業
務
災
害
に
か
か
る
保
険
給
付
総
額
の
う
ち
約
二
二
・
五
％
を
占
め
て
い
る
。

　

障
害
補
償
給
付
の
基
礎
と
な
る
障
害
等
級
表
は
、「
身
体
を
ま
ず
解
剖
学
的
観
点
か
ら
部
位
に
分
け
、
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
に
お

け
る
身
体
障
害
を
機
能
の
面
に
重
点
を
お
い
た
生
理
学
的
観
点
か
ら
、
…
…
一
種
又
は
数
種
の
障
害
群
に
分
け
」、「
さ
ら
に
、
各
障
害

は
、
そ
の
労
働
能
力
の
喪
失
の
程
度
に
応
じ
て
一
定
の
順
序
の
も
と
に
配
列
」
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
順
序
（
等
級
）
に
応
じ
、
給

付
基
礎
日
額
す
な
わ
ち
負
傷
・
疾
病
前
の
賃
金
に
基
づ
い
て
、
年
金
・
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
障

害
補
償
給
付
は
、
被
災
労
働
者
の
ど
の
よ
う
な
損
失
を
補
償
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
（
い
い
か
え
る
と
、
何
を
保
険
事
故
と
し

た
給
付
な
の
だ
ろ
う
か
）。
伝
統
的
な
考
え
方
は
、
給
付
対
象
を
「
労
働
能
力
の
喪
失
・
低
下
」
と
と
ら
え
る
考
え
方
で
あ
る
。
厚
生

労
働
省
労
働
基
準
局
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
障
害
補
償
給
付
の
対
象
は
「
個
々
の
身
体
障
害
（
指
一
本
、
足
一
本
等
々
）
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
そ
れ
に
よ
る
『
労
働
能
力
の
喪
失
の
状
態
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
他
方
で
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
い
た
現

在
の
制
度
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
よ
く
み
ら
れ
る
指
摘
は
、「
等
級
表
に
お
い
て
は
、
被
災

者
の
年
齢
、
職
種
、
利
き
腕
、
経
験
等
、
被
災
者
の
職
業
能
力
に
か
か
わ
る
条
件
は
、
障
害
の
程
度
を
決
定
す
る
要
素
と
し
て
考
慮
さ

れ
て
い
な
い
」
結
果
、
た
と
え
ば
小
指
の
用
を
廃
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
、
そ
の
意
味
は
大
き
く
異
な
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
同
じ
補
償
給
付
し
か
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
障
害
等
級
表
に
基
づ
く
障
害
補
償
給
付
が
「
一
般
的
な

平
均
的
労
働
能
力
」
の
喪
失
を
想
定
し
て
お
り
個
別
事
情
を
捨
象
し
て
い
る
こ
と
が
、
あ
る
い
は
一
定
の
捨
象
は
許
容
さ
れ
る
と
し
て

も
そ
の
捨
象
の
程
度
が
、
妥
当
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
外
貌
醜
状
や
生
殖
器
の
障
害
な
ど
、
労
働

能
力
と
直
接
的
に
は
関
係
し
な
い
障
害
に
つ
い
て
も
補
償
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
論
的
統
一
性
が
な
い
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

障
害
補
償
給
付
の
対
象
を
労
働
能
力
の
喪
失
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
じ
た
い
に
つ
い
て
も
、「
人
間
は
社
会
的
存
在
で
あ
る
か
ら
、

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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）
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）
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アメリカ労災補償法制における永久障害補償の法的分析（一）

障
害
は
単
に
生
物
的
生
活
能
力
と
経
済
的
稼
働
能
力
（earning capacity

）
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
社
会
的
不
利
の
問
題
に
到
達
せ

ざ
る
を
え
な
い
」
の
で
あ
り
、
障
害
補
償
給
付
に
お
い
て
も
「
被
災
者
を
よ
り
総
合
的
に
全
人
格
的
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
」
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
障
害
補
償
給
付
に
対
す
る
諸
課
題
を
検
討
す
る
た
め
の
一
材
料
と
す
べ
く
、
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
労
災

補
償
法
制
に
お
け
る
「
永
久
障
害
補
償
」（perm

anent disability benefits

）
の
内
容
と
そ
れ
に
関
す
る
議
論
の
検
討
を
行
う
。
後

述
の
よ
う
に
永
久
障
害
補
償
は
、
被
用
者
が
業
務
上
負
傷
・
疾
病
を
こ
う
む
り
そ
れ
が
治
癒
し
た
が
身
体
等
に
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、

使
用
者
が
支
払
義
務
を
負
う
金
銭
を
指
し
、
わ
が
国
の
障
害
補
償
給
付
に
相
当
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
法
制
度
を
参
照
す
る
理
由
と
し
て

は
、
わ
が
国
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
障
害
補
償
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
た
分
析
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
の

労
災
補
償
制
度
は
後
述
の
よ
う
に
、
使
用
者
の
労
災
補
償
責
任
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
被
用
者
が
使
用
者
に
対
す
る
民
事
訴
訟
を
重
ね

て
提
起
で
き
な
い
排
他
的
救
済
主
義
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
労
災
補
償
の
内
容
の
相
当
性
に
つ
い
て
よ
り
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
制
度
が
州
法
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
そ
の
内
容
が
多
様
で
比
較
分
析
が
で
き
る
上
、
わ
が
国
と
は
異
な
る
制
度
（
実
際
の
賃

金
低
下
に
応
じ
た
給
付
を
行
う
制
度
な
ど
）
を
採
用
す
る
州
や
類
似
す
る
制
度
を
採
用
す
る
州
が
あ
り
参
考
に
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
ず
、
第
一
章
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
労
災
補
償
制
度
に
お
け
る
永
久
障
害
補
償
の
意
義
・
議
論
と
州
法
制
度
の
内
容
の
全
米
的
傾

向
を
整
理
・
分
析
す
る
（
第
一
章
）。
そ
の
後
、
具
体
的
に
州
法
の
内
容
を
順
に
検
討
し
て
い
く
（
第
二
～
四
章
）。
検
討
す
る
州
法
は
、

労
働
災
害
発
生
の
多
い
と
考
え
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
工
業
州
の
州
法
で
あ
り
、
永
久
障
害
補
償
の
内
容
決
定
方
法
に
関
す
る
法
や
そ
の
解

釈
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
（
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
各
章
で
詳
述
す
る
）
を
有
す
る
ミ
シ
ガ
ン
州
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
フ
ロ
リ
ダ

州
の
労
災
補
償
法
と
し
た
。

（
10
）

（
11
）
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論　　　説

第
一
章　

永
久
障
害
補
償
制
度
の
全
体
像
と
議
論

第
一
節　

永
久
障
害
補
償
の
位
置
づ
け
と
概
要

　
　

一　

労
災
補
償
制
度
の
全
体
像
と
特
徴

　

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
労
災
補
償
制
度
の
全
体
像
を
概
観
す
る
。
ア
メ
リ
カ
各
州
の
立
法
府
は
二
〇
世
紀
の
は
じ
め
頃
か
ら
、
業
務
上
の

負
傷
・
疾
病
・
障
害
・
死
亡
を
被
っ
た
被
用
者
ま
た
は
そ
の
遺
族
が
使
用
者
に
対
し
コ
モ
ン
ロ
ー
に
基
づ
く
不
法
行
為
法
上
の
賠
償
請

求
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
（
使
用
者
の
過
失
の
立
証
が
必
要
で
あ
り
、
使
用
者
側
か
ら
多
様
な
抗
弁
が
可
能
で
あ
っ
た
）、
し
か

し
そ
の
救
済
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
例
に
な
ら
い
、
労
災
補
償
（w

orkersʼ com
pensation

）
に
関
す
る

制
定
法
を
成
立
さ
せ
て
い
っ
た
。
労
災
補
償
法
の
存
在
に
よ
り
、
被
用
者
は
、
使
用
者
の
過
失
を
立
証
す
る
必
要
な
く
、
単
に
自
ら
の

状
況
が
「
雇
用
の
過
程
に
お
い
て
」「
雇
用
か
ら
生
じ
た
」（arouse out of and during the course of em

ploym
ent

：
以
下
単

に
「
業
務
上
の
」
と
す
る
）
も
の
で
あ
る
こ
と
の
立
証
の
み
で
使
用
者
に
対
す
る
補
償
支
払
請
求
が
可
能
と
な
っ
た
。
使
用
者
は
、
そ

の
よ
う
な
立
証
を
し
た
被
用
者
（
遺
族
）
に
対
し
主
と
し
て
療
養
補
償
（m

edical benefits

）、
障
害
補
償
（disability benefits

）、

遺
族
補
償
（death benefits

）
の
支
払
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
負
う
使
用
者
の
補
償
責
任
は
不
法
行
為
法
上

の
損
害
賠
償
責
任
よ
り
も
制
限
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
こ
の
点
は
日
本
の
労
災
補
償
シ
ス
テ
ム
と
の
違
い
で
あ
る
が
、
各
州
法
は

「
排
他
的
救
済
主
義
」（exclusive rem

edy

：「
単
一
救
済
主
義
」
と
も
訳
さ
れ
る
）
を
採
用
し
、
使
用
者
に
労
災
補
償
の
支
払
義
務

が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
使
用
者
は
被
用
者
に
対
す
る
不
法
行
為
法
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
完
全
に
免
れ
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
使
用
者
が
「
無
過
失
」
責
任
を
負
う
こ
と
と
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
各
州
制
定
法
は
、
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
る
使
用
者
に
つ
い
て
、
私
企
業
の
運
営
す
る
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
を
義
務
づ

（
12
）
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アメリカ労災補償法制における永久障害補償の法的分析（一）

け
て
い
る
。
保
険
給
付
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
多
く
の
州
で
、
争
い
の
な
い
ケ
ー
ス
と
あ
る
ケ
ー
ス
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
州
の

所
管
行
政
機
関
が
関
与
す
る
。
争
い
の
な
い
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
使
用
者
や
保
険
会
社
に
よ
る
行
政
機
関
に
対
す
る
給
付
報
告
が
行

わ
れ
る
。
争
い
の
あ
る
ケ
ー
ス
、
す
な
わ
ち
使
用
者
が
補
償
責
任
を
否
定
し
保
険
会
社
が
給
付
を
行
わ
な
い
場
合
、
被
用
者
は
行
政
機

関
に
給
付
申
請
を
行
い
、
行
政
機
関
は
そ
の
当
否
を
判
断
す
る
。
最
終
的
に
は
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
判
断
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
こ
こ
で
、
わ
が
国
の
制
度
と
比
較
し
た
場
合
の
ア
メ
リ
カ
の
労
災
補
償
制
度
の
特
徴
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
大
き
な

違
い
は
排
他
的
救
済
主
義
を
採
用
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
労
災
補
償
責
任
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
不
法
行
為
法
上
の
賠
償
請
求
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
分
、
補
償
額
が
実
際
の
損
害
額
と
大
き
く
乖
離
し
な
い
制
度
設
計
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
労

災
補
償
を
民
間
保
険
に
よ
り
行
う
こ
と
で
、
保
険
会
社
は
保
険
給
付
を
抑
え
る
た
め
、
使
用
者
は
保
険
料
増
大
を
抑
え
る
た
め
、
よ
り

積
極
的
に
支
払
拒
否
や
行
政
機
関
の
決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
・
訴
訟
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
被
災
し
た
被

用
者
の
救
済
に
時
間
が
か
か
る
ほ
か
問
題
解
決
に
か
か
る
コ
ス
ト
も
か
か
る
た
め
、
な
る
べ
く
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
し
に
く
い
制
度
設
計

に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
要
請
も
あ
る
。

　
　

二　

永
久
障
害
補
償
の
位
置
づ
け

　

次
に
、
業
務
上
の
傷
病
を
こ
う
む
っ
た
被
用
者
に
永
久
障
害
補
償
の
受
給
権
が
発
生
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
被
用
者

は
、
一
定
の
待
期
（w

aiting period

）
の
後
、
ま
ず
使
用
者
か
ら
一
時
的
障
害
補
償
（tem

porary disability benefits

）
を
受
け

る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
額
は
、
療
養
に
よ
る
休
業
の
た
め
賃
金
を
全
額
受
け
な
い
場
合
に
は
一
時
的
「
全
部
」（total

）
障
害
と
し
て

平
均
週
給
（
業
務
上
の
傷
病
以
前
に
得
て
い
た
賃
金
額
。
詳
細
は
後
述
）
の
三
分
の
二
（
あ
る
い
は
六
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）、
一
部

受
け
る
場
合
に
は
一
時
的
「
一
部
」（partial

）
障
害
と
し
て
平
均
週
給
か
ら
受
け
た
賃
金
額
を
除
し
た
額
の
三
分
の
二
（
同
前
）
と

（
13
）

（
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）（
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）
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な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
一
時
的
障
害
補
償
は
、
わ
が
国
の
休
業
補
償
給
付
に
相
当
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　

一
時
的
障
害
補
償
を
受
け
て
い
る
被
用
者
の
心
身
の
状
態
が
回
復
し
、
通
常
の
業
務
に
戻
り
ふ
た
た
び
賃
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
同
補
償
は
終
了
す
る
。
し
か
し
、
被
用
者
の
傷
病
が
治
癒
し
た
時
点
、
す
な
わ
ち
そ
れ
以
上
の
医
学
的
な
措

置
の
効
果
が
上
が
ら
な
い
状
態
に
な
っ
た
時
点
（m

axim
um

 m
edical im

provem
ent

）
に
お
い
て
、
一
定
の
「
障
害
」
が
残
っ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
治
癒
し
た
被
用
者
は
そ
の
後
の
一
時
的
障
害
補
償
の
受
給
権
を
失
う
と
と
も
に
、
新
た
に
永

久
障
害
補
償
（perm

anent disability benefits

）
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
障
害
の
程
度
に
応
じ
、
永
久
全
部
障
害
と
永
久
一
部

障
害
に
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
治
癒
を
き
っ
か
け
と
す
る
点
で
、
永
久
障
害
補
償
は
わ
が
国
の
障
害
補
償
給
付
と
同
じ
位
置
づ
け

の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　

三　

永
久
障
害
補
償
の
内
容
の
決
定
方
法

　

で
は
、
永
久
障
害
補
償
の
額
・
補
償
週
数
は
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
米
の
傾
向
か
ら
、
そ
の
決
定
方
法
は
大

き
く
二
つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
永
久
障
害
補
償
の
週
額
の
伝
統
的
な
決
定
方
法
と
し
て
、「
不
確
定
型
」（unscheduled 

benefits

）
が
あ
る
。
不
確
定
型
は
、
業
務
上
の
傷
病
を
被
っ
た
時
点
の
賃
金
額
（
平
均
週
給
）
と
比
べ
て
、
治
癒
後
に
得
る
こ
と
が

で
き
る
賃
金
額
が
ど
の
程
度
低
下
し
た
か
と
い
う
「
賃
金
低
下
」（w

age loss

）（
厳
密
に
は
「
賃
金
稼
得
能
力
低
下
」（loss of 

w
age earning capacity

）。
本
章
第
三
節
で
詳
述
）
の
程
度
に
基
づ
き
各
週
の
補
償
額
が
決
定
さ
れ
（
一
般
に
低
下
分
の
三
分
の

二
）、
賃
金
・
賃
金
稼
得
能
力
低
下
の
継
続
す
る
限
り
に
お
い
て
補
償
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
以
下
、「
賃
金
低
下
型
」
と
す
る
こ

と
も
あ
る
）。

　

こ
れ
に
対
し
、「
確
定
型
」（scheduled benefits

）
は
、
喪
失
（loss

）
し
た
、
ま
た
は
全
部
使
用
不
能
（loss of use

）
と
な
っ

（
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）

（
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）
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アメリカ労災補償法制における永久障害補償の法的分析（一）

た
部
位
の
種
類
（
た
と
え
ば
「
腕
」「
手
の
小
指
」「
目
」
な
ど
）、
ま
た
は
一
部
使
用
不
能
と
な
っ
た
部
位
や
身
体
全
体
（body as a 

w
hole

）
の
医
学
的
な
損
傷
率
（im

pairm
ent rate

）
に
応
じ
て
、
現
実
の
賃
金
・
賃
金
稼
得
能
力
低
下
の
有
無
を
問
わ
ず
、
治
癒
の

時
点
で
補
償
額
・
補
償
週
数
が
確
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
平
均
週
給
×
補
償
週
数
の
一
時
金
と
な
る
場
合
も
あ
る
）。

　

各
州
は
確
定
型
と
不
確
定
型
を
組
み
合
わ
せ
て
補
償
内
容
を
決
定
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
後
に
取
り
上
げ
る
ミ
シ
ガ
ン
州
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
一
部
の
部
位
の
喪
失
に
つ
い
て
確
定
型
を
利
用
し
、
そ
の
他
の
賃
金
低
下
・
賃
金
稼
得
能
力
低
下
に
つ
い
て
は
不

確
定
型
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ロ
リ
ダ
州
は
「
身
体
全
体
」
の
損
傷
率
に
よ
り
補
償
週
数
が
確
定
す
る
確
定
型
を
採
用
し
て
い

る
。

第
二
節　
「
補
償
対
象
と
な
る
障
害
」
の
意
義

　
　

一　
「
障
害
」
概
念
の
多
様
性

　

こ
こ
で
、「
補
償
の
対
象
と
な
る
障
害
」（com

pensable disability

）
と
は
、
業
務
上
の
傷
病
が
被
用
者
に
も
た
ら
す
ど
の
よ
う

な
結
果
を
指
す
の
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。John F. Burton, Jr.

教
授
の
整
理
に
よ
る
と
、
業
務
上
の
傷
病
が
も
た
ら
す
「
永

久
的
な
」
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。
ま
ず
、
業
務
上
の
傷
病
は
①
心
身
の
「
損
傷
」（im

pairm
ent

）
を
も
た
ら
す
。
損

傷
は
、
身
体
の
部
位
が
切
断
等
で
失
わ
れ
る
解
剖
学
上
の
喪
失
（anatom

ical loss

）
と
、
た
と
え
ば
腕
は
喪
失
し
て
い
な
い
が
肩
の

動
き
に
一
定
の
制
約
が
あ
る
な
ど
と
い
っ
た
部
位
の
機
能
障
害
（functional loss

）
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
損
傷
は
②
さ
ま
ざ

ま
な
日
常
生
活
上
の
基
本
的
な
活
動
に
制
約
を
も
た
ら
す
（lim

itations in activities of daily living

）。
こ
こ
ま
で
は
業
務
上
の

傷
病
そ
の
も
の
か
ら
発
生
す
る
結
果
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
被
用
者
の
年
齢
、
教
育
や
職
業
経
験
、
労
働
市
場
の
状
況
な
ど
業
務
上
の
傷

病
以
外
の
要
素
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
③
労
働
障
害
（w

ork disability

）
と
④
労
働
以
外
の
障
害
（non-w

ork disability

）

（
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）
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が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
③
労
働
障
害
と
は
具
体
的
に
、
③
（
Ａ
）「
賃
金
稼
得
能
力
」
の
低
下
（loss of w

age earning capaci-

ty
）
ま
た
は
③
（
Ｂ
）
現
実
の
賃
金
低
下
（actual w

age loss

）
を
指
す
。
①
か
ら
④
は
そ
れ
ぞ
れ
被
用
者
に
負
の
影
響
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
が
、
永
久
障
害
補
償
は
こ
の
い
ず
れ
を
補
償
対
象
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　

二　

不
確
定
型
の
補
償
対
象
と
す
る
「
障
害
」

　

比
較
的
理
解
し
や
す
い
の
は
、
平
均
週
給
か
ら
の
賃
金
（
賃
金
稼
得
能
力
）
低
下
の
程
度
に
応
じ
て
補
償
額
が
定
ま
る
不
確
定
型
補

償
で
あ
る
。
こ
れ
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
、
被
用
者
の
賃
金
（
賃
金
稼
得
能
力
）
と
い
う
「
労
働
」
に
の
み
着
目
し
た
、
③
労
働
障
害
の
補

償
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

不
確
定
型
補
償
の
意
義
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
ミ
シ
ガ
ン
州
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
［
制
度
の
］
中
核
と
な
る
考
え
方
は
、
各
々
の
労
働
者
が
個
別
的
に
取
り
扱
わ
れ
、
ま
た
、
必
要
な
療
養
の
費
用
に
加
え
て
、
そ
れ

が
ど
の
程
度
継
続
す
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
彼
や
彼
女
の
現
実
の
賃
金
低
下
（
よ
り
原
理
的
に
は
、
稼
得
能
力
の
低
下
）
の
一
定
割
合

の
補
償
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
鍵
と
な
る
長
所
は
、
事
案
ご
と
に
大
き
く
異
な
る
事
情
に
よ
り
た
や
す
く
対

応
で
き
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
左
手
の
小
指
を
失
っ
た
弁
護
士
は
ほ
と
ん
ど
ま
た
は
ま
っ
た
く
補
償
を
受
け
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
同

じ
怪
我
を
負
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
合
理
的
な
他
の
仕
事
に
就
労
可
能
と
な
る
ま
で
手
当
を
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

三　

確
定
型
の
補
償
対
象
と
す
る
「
障
害
」
─
─
賃
金
低
下
の
確
定
的
推
定

　

問
題
は
、
純
粋
に
「
損
傷
」
の
医
学
的
知
見
に
基
づ
い
て
、
被
用
者
の
実
際
の
賃
金
減
少
や
賃
金
稼
得
能
力
低
下
と
無
関
係
に
、
補

（
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アメリカ労災補償法制における永久障害補償の法的分析（一）

償
の
内
容
が
決
定
さ
れ
る
確
定
型
補
償
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を
補
償
し
て
い
る
と
解
す
る
べ
き
か
で
あ
る
。
ス
ト
レ
ー
ト
に
考
え
る
と
、

①
損
傷
そ
の
も
の
や
、
②
日
常
生
活
上
の
基
本
的
な
活
動
の
制
約
を
補
償
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
で
、
ほ

ん
ら
い
補
償
す
べ
き
「
結
果
」
を
あ
く
ま
で
③
労
働
障
害
で
あ
る
と
と
ら
え
、
①
損
傷
そ
の
も
の
は
そ
の
程
度
を
は
か
る
た
め
の
代
替

物
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
③
労
働
障
害
は
①
損
傷
か
ら
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
①
損
傷
は
③
労
働
障
害
に
比
べ
そ
の
程
度

を
算
定
し
や
す
い
と
い
う
点
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
③
労
働
障
害
と
④
非
労
働
障
害
の
両
方
の
結
果
を
補
償
す
べ
き
も
の

と
し
、
①
損
傷
そ
の
も
の
を
そ
の
代
替
物
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
労
災
補
償
法
の
研
究
者
で
あ
り
、
そ
の
著
作
が
た
び
た
び
各
州
裁
判
所
で
引
用
さ
れ
るA

rthur Larson

教
授
は
、
確

定
型
補
償
は
ほ
ん
ら
い
、
賃
金
低
下
型
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
治
癒
時
点
に
お
け
る
被
用
者
の
将
来
的
な
賃
金
低
下
の
確
定

的
推
定
（conclusive presum

ption
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
前
記
の
整
理
で
い
う
と
③
労
働
障
害
の
代
替
物
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

同
教
授
は
、
歴
史
的
経
緯
が
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
ず
、
最
初
期
の
労
災
補
償
法
の
ほ
と
ん
ど
が
純
粋
な
賃
金
低
下

型
障
害
補
償
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
実
際
、
労
災
補
償
制
度
の
起
源
で
あ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
最
初
の
制
度
（
一
八

八
〇
年
代
）
や
そ
れ
に
続
く
各
国
の
立
法
、
多
く
の
州
に
お
け
る
労
災
補
償
法
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
初
期
の
イ
ギ
リ
ス
の
労
災
補
償
法

（
一
八
九
七
、
一
九
〇
六
年
）
に
お
け
る
障
害
補
償
の
制
度
は
、
賃
金
稼
得
能
力
低
下
の
期
間
す
べ
て
に
お
い
て
、
業
務
上
の
傷
病
以

前
か
ら
現
実
に
低
下
し
た
賃
金
額
の
一
部
を
補
償
す
る
シ
ン
プ
ル
な
賃
金
低
下
型
を
採
用
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
一
九
一
〇
年

に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
最
初
に
成
立
し
た
労
災
補
償
法
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
、
翌
一
九
一
一
年
に
成
立
し
た
一
〇
の
州
法
の
う

ち
八
が
、
同
じ
よ
う
に
純
粋
な
賃
金
低
下
型
を
採
用
し
て
い
た
。
他
方
、
同
年
に
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
お
い
て
確
定
型
補
償
を

そ
な
え
た
労
災
補
償
法
が
成
立
し
た
が
、
同
制
度
を
含
む
初
期
の
確
定
型
補
償
が
、
被
用
者
の
将
来
的
な
賃
金
低
下
を
疑
い
の
生
じ
な

い
程
度
に
確
実
に
推
定
で
き
る
と
い
え
る
主
要
な
部
位
の
喪
失
（
切
断
）
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
識
者
の
見
解
も
踏

（
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ま
え
つ
つ
、
少
な
く
と
も
当
時
の
確
定
型
補
償
が
賃
金
低
下
型
か
ら
乖
離
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
考
え
方
は
広
く
受
け
い
れ
ら
れ
て
お
り
、
確
定
型
補
償
の
存
在
す
る
各
州
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
建
前
と
し
て
は
、
確
定
型

補
償
は
障
害
の
程
度
を
平
均
化
し
た
「
労
働
者
が
被
る
で
あ
ろ
う
賃
金
低
下
の
確
定
的
推
定
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現

実
の
賃
金
低
下
と
差
が
生
ず
る
可
能
性
の
あ
る
確
定
型
補
償
の
制
度
が
正
当
化
さ
れ
る
理
由
は
、
労
災
補
償
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る

「
被
災
労
働
者
の
迅
速
で
効
果
的
な
救
済
」
の
達
成
の
た
め
に
救
済
方
法
を
簡
素
化
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
　

四　

確
定
型
補
償
の
賃
金
低
下
理
論
か
ら
の
乖
離

　

他
方
で
、
確
定
型
補
償
の
内
容
は
次
第
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ま
ず
、「
腕
」
か
ら
「
手
」、「
手
」
か
ら
「
指
」
と
い
っ
た
主
要
な

部
位
か
ら
小
さ
な
部
位
へ
細
分
化
し
て
い
っ
た
。
次
に
、
切
断
等
に
よ
る
部
位
の
「
喪
失
」（
前
述
の
整
理
で
い
う
と
「
解
剖
学
上
の

喪
失
」）
に
加
え
た
完
全
「
使
用
不
能
」
概
念
（
同
「
機
能
障
害
」）、
さ
ら
に
「
一
部
」
使
用
不
能
概
念
（
そ
の
程
度
に
つ
い
て
損
傷

率
を
算
定
す
る
）
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、「
部
位
」
の
喪
失
・
使
用
不
能
を
超
え
て
「
背
中
」「
内
臓
」
ひ
い
て
は

「
身
体
全
体
」
の
損
傷
の
程
度
に
つ
い
て
損
傷
率
を
算
定
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
補
償
額
・
補
償
週
数
を
決
定
す
る
タ
イ
プ
の
確
定
型
も

登
場
し
た
。

　

Larson

教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
拡
大
を
賃
金
低
下
の
確
定
的
推
定
と
い
う
原
理
か
ら
乖
離
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
批
判
を
加

え
て
い
る
（
確
定
型
補
償
に
よ
る
賃
金
低
下
型
の
「
浸
食
」（erosion
）
と
表
現
し
て
い
る
）。
第
一
に
、
小
さ
な
部
位
の
喪
失
に
よ

る
現
実
の
賃
金
低
下
の
程
度
は
、
主
要
な
部
位
の
喪
失
に
比
べ
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ト
ラ
ッ
ク

運
転
手
と
彫
刻
師
に
つ
い
て
、「
腕
」
の
喪
失
は
同
程
度
の
賃
金
減
額
を
も
た
ら
し
得
る
が
、「
指
」
の
場
合
に
は
大
き
な
差
が
生
ず
る
。

第
二
に
、
部
位
の
「
一
部
」
使
用
不
能
や
身
体
全
体
の
損
傷
を
損
傷
率
で
評
価
す
る
方
法
は
、
切
断
や
部
位
の
全
部
使
用
不
能
と
比
較

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）
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アメリカ労災補償法制における永久障害補償の法的分析（一）

し
客
観
的
で
は
な
く
、
医
師
・
弁
護
士
・
行
政
機
関
等
に
よ
る
争
い
が
生
じ
や
す
く
、
賃
金
低
下
の
「
確
定
的
推
定
」
と
は
評
価
で
き

な
い
と
す
る
。

　

そ
の
た
め
、
確
定
型
補
償
を
③
労
働
障
害
と
切
り
離
し
①
損
傷
そ
の
も
の
に
対
す
る
補
償
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
実

際
に
そ
の
よ
う
な
方
向
に
舵
を
切
っ
た
州
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
確
定
型
保
障
が
純
粋
に
①
損
傷
そ
の
も
の
を
補
償
対
象

と
し
て
い
る
と
解
す
る
場
合
、
一
番
の
問
題
は
、
補
償
額
の
算
定
基
礎
に
平
均
週
給
（
傷
病
前
の
賃
金
額
）
を
用
い
る
こ
と
に
説
明
が

つ
か
な
く
な
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
使
用
不
能
の
「
使
用
」
が
何
に
対
す
る
「
使
用
」
な
の
か
が
不
明
確
に
な
る
（
日
常
生
活
上
の

「
使
用
」
は
多
岐
に
わ
た
る
し
、
個
々
の
傷
病
前
の
生
活
も
多
様
で
あ
る
）
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　

五　

小
括
と
新
た
な
展
望

　

以
上
の
議
論
を
ま
と
め
る
と
、
平
均
週
給
を
算
定
基
礎
に
用
い
る
現
在
の
永
久
障
害
補
償
の
対
象
と
な
る
「
障
害
」
は
、
た
と
え
①

損
傷
の
程
度
に
基
づ
く
確
定
型
補
償
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
制
度
創
設
期
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
に
お
い
て
も
③
労
働

障
害
で
あ
る
と
解
す
る
ほ
か
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
確
定
型
補
償
の
拡
大
に
よ
り
実
際
の
賃
金
低
下
と
の
乖
離
が
生
じ
や
す
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
評
価
と
な
る
。
こ
の
乖
離
は
排
他
的
救
済
主
義
を
採
用
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
特
に
問
題
と
な
り
得
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
こ
の
問
題
へ
の
対
処
方
法
が
考
え
ら
れ
て
き
た
。
ひ
と
つ
の
方
向
性
は
、Larson

教
授
が
主
張
し
て
い
た
、

確
定
型
補
償
を
限
定
的
な
も
の
に
し
、
賃
金
低
下
型
へ
の
原
点
回
帰
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
試
み
を
行
っ
た
の
が
一
九
七
〇
年
代

の
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
最
終
的
に
は
再
び
確
定
型
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
後
述
す
る
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
賃
金
低
下
型
補
償
は
③
労
働
障
害
の
補
償
と
し
て
残
し
つ
つ
、
そ
れ
と
は
別
に
、
③
労
働
障
害
の
補
償
と
解
す
る
に
は

限
界
の
あ
る
①
損
傷
を
前
提
と
す
る
確
定
型
補
償
を
、
④
非
労
働
障
害
の
補
償
と
し
て
並
行
し
て
行
う
よ
う
に
再
構
成
す
る
方
法
で
あ

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）
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論　　　説

る
。
具
体
的
に
は
、
後
者
の
補
償
を
「
労
働
」
と
関
係
す
る
平
均
週
給
・
賃
金
低
下
と
無
関
係
な
も
の
に
す
る
ほ
か
、
新
た
に
社
会
生

活
上
の
影
響
を
考
慮
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
唯
一
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
が
こ
れ
に
類
似
す
る
仕
組
み
を
採
用

し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

労
働
基
準
法
七
七
条
に
い
う
「
治
つ
た
」
と
は
、
症
状
が
残
っ
て
い
て
も
そ
れ
が
安
定
し
て
、
も
は
や
治
療
の
効
果
が
期
待
で
き
ず
、
療
養

の
余
地
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
い
う
（
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労
災
補
償
部
労
災
管
理
課
編
『
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
七
訂
新
版
）』（
労

務
行
政
、
二
〇
〇
八
年
）
三
二
五
頁
）。

厚
生
労
働
省
『
平
成
二
九
年
度
労
働
者
災
害
補
償
保
険
事
業
年
報
』。

労
働
基
準
局
・
前
掲
注
（
1
）
三
七
九
頁
。

労
働
基
準
局
・
前
掲
注
（
1
）
一
八
六
頁
。

西
村
健
一
郎
『
社
会
保
障
法
（
追
補
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
三
七
五
頁
。

有
泉
亨
「
労
災
補
償
と
労
災
保
険
」
日
本
労
働
法
学
会
誌
三
六
号
（
一
九
七
〇
年
）
五
頁
、
上
田
達
子
「
労
災
保
険
の
給
付
法
に
関
す
る
一

考
察
」
同
志
社
法
学
六
五
巻
三
号
（
二
〇
一
三
年
）
三
五
頁
等
。

昭
和
五
〇
・
九
・
三
〇
基
発
五
六
五
号
。

馬
渡
淳
一
郎
「
労
災
保
険
給
付
の
諸
問
題
─
─
障
害
補
償
給
付
の
問
題
を
中
心
に
─
─
」
日
本
労
働
法
学
会
誌
七
六
号
（
一
九
九
〇
年
）
九

五
頁
。
有
泉
・
前
掲
注
（
6
）
は
、
立
法
論
と
し
て
、
部
位
の
「
用
を
廃
す
る
こ
と
が
労
働
者
に
と
っ
て
、
当
該
の
業
務
を
廃
す
る
こ
と
に
も
通

ず
る
場
合
に
は
、
そ
の
労
働
能
力
の
喪
失
を
補
償
す
る
仕
組
み
を
考
え
る
べ
き
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
障
害
等
級
表
の
個
別
事
情
の
捨
象
が
許

容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

馬
渡
・
前
掲
注
（
8
）。

馬
渡
・
前
掲
注
（
8
）。
有
泉
・
前
掲
注
（
6
）
は
、
障
害
補
償
給
付
が
社
会
的
不
利
を
も
対
象
に
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

ア
メ
リ
カ
労
災
補
償
法
に
つ
い
て
、
近
年
で
は
中
窪
裕
也
『
ア
メ
リ
カ
労
働
法
（
第
二
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
二
九
〇
～
二
九
七

頁
、
徐
婉
寧
『
ス
ト
レ
ス
性
疾
患
と
労
災
救
済
─
日
米
台
の
比
較
法
的
考
察
─
』（
信
山
社
、
二
〇
一
四
年
）。
障
害
補
償
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ

（
39
）

（
40
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
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）
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アメリカ労災補償法制における永久障害補償の法的分析（一）

以
外
の
比
較
法
研
究
（
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
）
と
し
て
、
山
口
浩
一
郎
『
労
災
補
償
の
諸
問
題
（
増
補
版
）』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
〇

二
─
二
一
八
頁
。

以
上
の
ま
と
め
は
、
主
と
し
てM

a
rk A

. R
o
t
h
st
ein et a

l, E
m
plo

y
m
en
t L

a
w 588-589 (5th ed. 2014) 

に
よ
る
。

Id, at 589.
以
下
、Jo

seph W
. L
it
t
le et a

l, W
o
rk
ersʼ C

o
m
pen

sa
t
io
n 613-626 (7th ed 2014) 

に
よ
る
。

こ
の
項
に
つ
き
、R

o
t
h
st
ein et a

l, supra note 12 at 655-661.

実
際
に
は
保
険
会
社
か
ら
の
給
付
と
な
る
が
、
使
用
者
責
任
の
発
生
と
い
う
観
点
か
ら
、
使
用
者
の
支
払
で
あ
る
こ
と
と
す
る
（
以
下
同

じ
）。障

害
補
償
の
タ
イ
プ
の
う
ち
も
っ
と
も
支
払
総
額
が
多
い
の
が
永
久
一
部
障
害
補
償
で
、
支
払
件
数
は
全
体
の
三
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
す

ぎ
な
い
が
、
総
額
は
五
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
ま
た
、
永
久
全
部
障
害
補
償
の
件
数
は
全
体
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
切
る
も
の
の
、
そ
の

総
額
は
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。N
a
t
io
n
a
l A

ca
d
em
y o

f S
o
cia
l In

su
ra
n
ce, W

o
rk
ersʼ C

o
m
pen

sa
t
io
n: B

en
efit

s, C
o
st
s, a

n
d 

C
o
v
era

ge 2016 D
a
t
a 36 (2018).

R
o
t
h
st
ein et a

l, supra note 12 at 655-661.
3 A

rt
h
u
r L

a
rso

n &
 L
ex K

. L
a
rso

n, L
a
rso

nʼs W
o
rk
ersʼ C

o
m
pen

sa
t
io
n L

a
w § 80.02, pp. 80-2 to 3 (2000).

John F. Burton, Jr., W
orkers Com

pensation Cash Benefits: Part O
ne: T

he Building Blocks, 8 W
o
rk
ersʼ C

o
m
p. P

o
lʼy 

R
ev. (Issu

e 2) 15, 15-18 (2008). 

同
分
類
は
、S

a
a
d Z. N

a
gi, A

n E
pid
em
io
lo
gy o

f A
d
u
lt
h
o
o
d D

isa
bilit

y in t
h
e U

n
it
ed S

t
a
t
es 

(1975) 

及
び
後
述
のA

M
A

ガ
イ
ド
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

障
害
者
差
別
禁
止
法
で
あ
る
障
害
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
人
法
（A

m
erican D

isability A
ct

）
は
障
害
を
「
そ
の
者
の
一
つ
以
上
の
主
要
な
生

活
活
動
を
実
質
的
に
制
限
す
る
身
体
的
ま
た
は
精
神
的
機
能
障
害
」
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
（A

m
erican D

isability A
ct, 42 U

.S.C. 

§ 
12102 (1) (2018). 

詳
細
は
長
谷
川
珠
子
『
障
害
者
雇
用
と
合
理
的
配
慮
─
日
米
の
比
較
法
研
究
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
八
年
）
九
二
頁
以
下
。

訳
語
は
同
書
に
よ
る
）。
③
労
働
障
害
だ
け
で
な
く
④
労
働
以
外
の
障
害
も
広
く
含
む
概
念
で
あ
る
と
い
え
る
。

Sobotka v. Chrysler Co., 523 N
.W

.2d 454, 459 (M
ich., 1994).

John F. Burton, Jr. Perm
anent Partial D

isabilities and W
orkersʼ Com

pensation, 53 J. U
rb. L. 853 861-863 (1976).

（
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（
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）
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）
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論　　　説
A

rthur Larson, T
he W

age-Loss Principle in W
orkersʼ Com

pensation, 6 W
o
rk
m
enʼs C

o
m
p. L. R

ev. 55 57-69 (1984); L
a
r-

so
n &

 L
a
rso

n, supra note 19 at § 80.05, p. 80-18.
L
a
rso

n &
 L
a
rso

n, supra note 19 at § 80.05, pp. 80-18, 22.
Id. at pp. 80-18 to 21.
Francis H

. Bohlen, A
n A

ddress to the Law
 A

ssociation of Philadelphia (N
ov. 15, 1912), D

uke U
niv. Law

 Library Pam
-

phlets, V
ol. 121, no. 15.

L
a
rso

n &
 L
a
rso

n, supra note 19 at § 80.05, pp. 80-22 to 25.
See e.g., A

laska Indus. Bd. v. Chugach Electric A
ssʼn., Inc., 356 U

.S. 320, 323-24 (1958).
L
it
t
le et a

l, supra note 14 at 525.
See e.g. Bishop v. T

ow
n of Barre, 442 A

.2d 50, 53 (V
t. 1982).

L
a
rso

n &
 L
a
rso

n, supra note 19 at § 80.05, pp. 80-25 to 27.
Id. at p. 80-23.
Id. at p. 80-26.
Id. at pp. 80-31 to 35.
Id. at p. 80-35. 

同
教
授
は
、
①
損
傷
そ
の
も
の
を
補
償
対
象
に
し
な
が
ら
平
均
週
給
に
よ
り
補
償
額
に
差
異
を
設
け
る
こ
と
は
「
違
憲
」

の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
差
別
と
ま
で
評
価
し
て
い
る
（Id.
）。

Id. at pp. 80-35 to 37.
Burton, supra note 20 at 25.
N
a
tʼl C

o
m
mʼn o

n S
t
a
t
e W

o
rk
m
enʼs C

o
m
pen

sa
t
io
n L

a
w
s, T

h
e R

epo
rt o

f t
h
e N

a
t
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